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学位論文内容の要旨

    動 吻動物門 は海棲の 小型底 生動物からなる動物門である．体長は最大1 mm程度で，

主に海底砂泥の表層や固着生物の間隙に生息している．極域から熱帯域まで世界中に分布

し て おり ， 2目9科 21属約 190種が知ら れる． 日本にお ける先 行研究は 限られて おり，

わず かに5属7種が知ら れるの みである．また，これまで動吻動物の分子デ一夕を用いた

系統地理学的や系統学的研究はほとんどなく，動吻動物門内の高次分類群間の関係性はよ

くわ かっていない．本論文では動吻動物の系統分類学に焦点を当て，3つの異なるテーマ

（日 本産動吻動物の分類学的研究，潮間帯に生息する2種の動吻動物を用いた系統地理学

的研究，動吻動物門の分子系統学的研究）を扱っている，

    第 1章は 動 吻 動 物お よ び 本論 文 に 関す る 序 論で ある ．第2章は日 本周辺か ら採集

し た 動吻 動 物 の分 類 学 的 研究 を 扱 う． 筆 者 は日 本 近海 にて， 合計2目8科 13属31種の

動吻 動物を採集した．このうち1属は未記載属であり，4科8属は日本初報告属であった．

ま た ，31種 のう ち ， 少 なく とも7種は未記 載種で 26種は日本 初報告 種であっ た．本 研

究 に よ り ， 日 本 産 動 吻 動 物は 4科 5属 7種 から 8科 13属 31種 へ と 増 加し ， 日 本周 辺 に

おいても多様な動吻動物が生息することが判明した．

    第 3章は 動 吻 動 物の 系 統地理学 的研究 である． 北海道お よび本 州の潮間 帯に生 息

するEchinoderes sensibilisならびにEchinoderes ezoensisのミトコンドリアCOI遺伝子配列を

用いて地理的集団構造の解析を行い，動吻動物の分散障壁，特に津軽海峡が両種の分散障

壁として働いているかどうかを検証した．本研究において以下のことが判明した．（1）E

sensibilisは主に津軽海峡より南部に生息し，遺伝的に非常多様性が高い，（2）Eezoensis

は北海道全域の潮間帯で優占し，津軽海峡南部ではE sensibilisに比べて出現頻度が低い・

（3）E ezoensisは東側，西側の2つのクレードからなり，両クレードは北海道東部で2次

的接触を起こしている．（4）E ezoensisの東側，西側の両クレードとも，星状ネットワー

クトポロジーを示し，両集団がポトルネックと急速な集団の拡大を経験している．これら

の結果から，津軽海峡はどちらの種に対しても，分散障壁として働いていないが，両種の
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分布 に影 響を 与え ていることが示唆された ．また同時に，対馬海流および親潮海流がE

ezoensisの分散に影響を与えている可能性が示唆された．

    第 4章 で は 18SrRNAお よ び 28S rRNA遺 伝 子 配 列 を 用 い て ， 最 節 約 法， 最尤 法 ，

ベイ ズ法 によ る系 統解 析を 行っ た． 解 析に は2目8科 13属 30種 の18S rRNA塩基配列と2

目 8科 12属 23種 の28S rRNA塩 基配 列を 用い た． その 結 果， 動吻 動物 門は 4つ の主 要 ク

レ ー ド （ ク レ ー ド I-IV)に よ っ て 構 成 さ れ て い る こ と が 示 唆 さ れ た ． クレ ード Iは

Echinoderidae科によって構成されていた．同時にクレードIに含まれるEchinoderes属の側

系統 性が 示唆 され た． クレ ード IIに は Zelinkadddae科，Antygomomdae科，Semnodddae

科，く：entrod甜dae科の2属（Qn加ぬ´鉛とcD門みめゐ´珊）が含まれた．また，Zel尚md甜dae

科 ， ん Itygomonidae科 ， Semnoddd閲 科 の 近 縁 性 が 強 く 支 持 さ れ た ． ク レ ー ド mは

Cen伽dddae科 のの 々切′めぬM属2種によっ て構成されており，C飴鰤d甜dae科が側系統

であることが示唆された．クレードI－mはいずれも円蓋目（Cyclorha酉da）のみから構成さ

れていた．クレードWは平蓋目（Hon弧lorha酉da）と円蓋目のD′“cDぬ´鯲ロぬfを含んだ．こ

のことから，円蓋目，平蓋目ともに非単系統であることが示唆された．4つのクレード間の

関係性についてはいずれも高い支持が得られなかった，
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学位論文審査の要旨
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博士学位論文審査等の結果について（報告）

    動吻動物門は海棲の小型底生動物からなる動物門である．体長は最大1 mm程度で，

主に海底砂泥の表層や固着生物の間隙に生息している．極域から熱帯域まで世界中に分布

しており，2目9科21属約190種が知られる．日本における先行研究は限られており，

わずかに5属7種が知られるのみである．また，これまで動吻動物の分子デ一夕を用いた

系統地理学的や系統学的研究はほとんどなく，動吻動物門内の高次分類群間の関係性はよ

くわかっていない．本論文では動吻動物の系統分類学に焦点を当て，3つの異なるテーマ

（日本産動吻動物の分類学的研究，潮間帯に生息する2種の動吻動物を用いた系統地理学

的研究，動吻動物門の分子系統学的研究）を扱っている．

    第1章は動吻動物および本論文に関する序論である．第2章は日本周辺から採集

した動吻動物の分類学的研究を扱う，筆者は日本近海にて，合計2目8科13属31種の

動吻動物を採集した．このうち1属は未記載属であり，4科8属は日本初報告属であった．

また，31種のうち，少なくとも7種は未記載種で26種は日本初報告種であった．本研

究により，日本産動吻動物は4科5属7種から8科13属31種へと増加し，日本周辺に

おいても多様な動吻動物が生息することが判明した．

    第3章は動吻動物の系統地理学的研究である，北海道および本州の潮間帯に生息

するEchinoderes sensibilisならびにEchinoderes ezoennsのミトコンドリアCOI遺伝子配列を

用いて地理的集団構造の解析を行い，動吻動物の分散障壁，特に津軽海峡が両種の分散障

壁として働いているかどうかを検証した，本研究において以下のことが判明した．（1）E

sensibilisは主に津軽海峡より南部に生息し，遺伝的に非常多様性が高い．(2）Eezoensis

は北海道全域の潮間帯で優占し，津軽海峡南部ではE sensibilisに比べて出現頻度が低い．

（3）E ezoensisは東側，西側の2つのクレードからなり，両クレードは北海道東部で2次

的接触を起こしている．（4）E ezoensisの東側，西側の両クレードとも，星状ネットワー

クトポロジーを示し，両集団がポトルネックと急速な集団の拡大を経験している．これら

の結果から，津軽海峡はどちらの種に対しても，分散障壁として働いていないが，両種の

分布に影響を与えていることが示唆された．また同時に，対馬海流および親潮海流がE

e．ZDe恥むの分散に影響を与えている可能性が示唆された．
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    第4章 では 18SrRNAお よび 28S rRNA遺 伝子配列を用いて，最節約法，最尤法，

ベ イ ズ 法 に よ る 系 統 解 析 を 行 っ た ． 解 析に は2目 8科 13属30種の 18SrRNA塩基 配

列 と 2目 8科 12属 23種 の 28SrRNA塩 基 配 列 を 用 い た ． そ の 結 果 ， 動 吻 動物 門は 4

つの主要クレード（クレードI－IV）によって構成されていることが示唆された．クレ

ー ド Iは Ech血od甜dae科に よっ て構 成さ れて いた ．同 時 にク レー ドIに含 まれ る

＆ 懾 加 Dぬ 珊 属 の 側 系 統 性 が 示 唆 さ れ た ． ク レ ー ド uに は な linkadddae科 ，

Aねぢgomonidac科，Semnodeddac科，Centrodeddae科の2属（Cを刄ケDd台′甜とくを門みめd台´傑）

が 含 ま れ た ．ま た， Zelm湘 缸dae科 ，Antygon10md鵠科 ，Senmoddd馳 科の 近縁 性

が強 く支 持さ れた．クレードmはCen鰤dddae科のC“々切′めぬ脇属2種によって構

成さ れて おり ，C跚舶d鹸d紬科が側系統で あることが示唆された．クレードI―mは

いず れも 円蓋 目 （Cyc10rl岨 餌da）の みから構成されていた．クレー ドWは平蓋目

（Hon弧lorl弧gida）と円蓋目のD′ロcロぬ´鉛ロ6dを含んだ．このことから，円蓋目，平蓋

目ともに非単系統であることが示唆 された．4つのクレード間の関係性についてはい

ずれも高い支持が得られなかった．

  これを要するに，著者は日本産動吻動物の多様性を明らかにするとともに，同府動

物の分散障壁に関する新知見を与えている．また，動吻動物門内の多くの分類群をカ

パーした分子系統解析結果は，動吻動物の多様性および系統分類学的発展に対して貢

献するところ大なるものがある．

  よって著者は，北海道大学博士（理学）の学位を授与される資格あるものと認める．
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